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オー君  「ぎょぎょ、ぎょ！これはなんだ。」 

花ちゃん 「何
なに

かのひもみたいですね。」 

モンタ博士「二人
ふ た り

とも、初
はじ

めて見
み

るものだと思
おも

うけどね。これはちょっとかわった生
い

き物
もの

な

んだ。」 

オー君  「これが生
い

き物
もの

？それじゃ、動
うご

くの？」 

モンタ博士「そうだよ動
うご

くよ。しばらく見
み

ていてごらん。」 

花ちゃん 「うわあー！動
うご

いた。キャー！気持
き も

ちわるい。」 

モンタ博士「そうだね。あまり気持
き も

ちいいものではないかもね。しかし、じっくりと見
み

て

いてごらん。少
すこ

しはかわいく見
み

えるかもしれないよ・・・でも・・・・・・

やっぱり地球外
ちきゅうがい

生命体
せいめいたい

っぽいかな・・・。」 

ハリガネムシ 



オー君  「モンタ博士、この虫
むし

はいったいなんという虫
むし

ですか。」 

モンタ博士「よく聞
き

いてくれたね。この虫
むし

は、一本
いっぽん

のはり金
がね

 

みたいだろう。それで、この虫
むし

は『ハリガネムシ』と 

いうんだよ。虫
むし

といっても、昆虫
こんちゅう

ではないんだ。」 

花ちゃん 「モンタ博士、なんだかやせたミミズみたいですね。」 

モンタ博士「やせたミミズとはぴったりだね。でも、さわってみる 

      とちょっとちがうよ。花ちゃん、さわってごらん。」 

花ちゃん 「いえ！私
わたし

は、えんりょしておきます。」 

オー君  「それじゃ、ぼくがさわるよ・・・。あれ、かたいよ。」 

モンタ博士「そうだろう。ミミズのように前
まえ

に進
すす

んだりしないだろう。 

ただ、ウネウネと動
うご

くだけだね。」 

花ちゃん 「ところで、このへんな虫
むし

、どこにいるんですか。」 

モンタ博士「カマキリの体
からだ

の中
なか

にいて、ずうっと、 

寄生
き せ い

しているのさ。」 

花ちゃん 「え！カマキリの中
なか

・・・？寄生
き せ い

・・・？なんですか？」 

モンタ博士「寄生
き せ い

とはね、生
い

き物
もの

がほかの生
い

き物
もの

から栄養
えいよう

をもらって生
い

きていることさ。

カマキリのおなかの中
なか

にいて、秋
あき

になると出
で

てくるんだよ。」 

オー君  「おなかから出
で

てきてからどうすんですか。」 

モンタ博士「冬
ふゆ

は水
みず

の中
なか

ですごして、春
はる

になるとたまごを生
う

むのさ。」 

花ちゃん 「そのあと、どうなるんですか。」 

モンタ博士「たまごからかえった幼虫
ようちゅう

は、水生
すいせい

昆虫
こんちゅう

に食
た

べられて。そのおなかの中
なか

で生
い

き

続
つづ

けるのさ。そして、その水生
すいせい

昆虫
こんちゅう

を、今度
こ ん ど

はカマキリが食
た

べて、ハリガネ

ムシはカマキリのおなかの中
なか

で秋まで、生
い

き続
つづ

けるというわけなんだよ。」 

オー君  「ふーん。生
い

き物
もの

って、生命
い の ち

を次
つぎ

から次
つぎ

へと伝
つた

えていくんですね。」 

モンタ博士「そのとおりだね。このハリガネムシはどうなるんだろう。みんなで飼
か

ってみ

ようか。そうだ。校長室
こうちょうしつ

前
まえ

に置
お

いとくから、みんなで見
み

においで。」 

 ハリガネムシおもしろ実験・・・針金
はりがね

のようなこの変
へん

な虫
むし

の両端
りょうはし

をつかんで、ちょうちょ結
むす

びにし 

たら、どうなるのでしょう。実際
じっさい

にやってみた様子
よ う す

を動画
ど う が

で撮
と

ろうと思
おも

います。乞
こ

うご期待
き た い

下
くだ

さい。 

 

 


